
司会 : 工藤 孔梨子 九州大学病院 国際医療部 アジア遠隔医療開発センター

医療分野では必要な情報を取捨選択してわかりやすく伝えるイラストが用いられてきました。タブ

レットやアプリなどのツールの発展により、デジタルにおけるイラスト制作の敷居も低くなり、多

くの医療従事者が自身で臨床や教育、研究で使用するイラストを作成する機会も多くなりました。

当セミナーでは、著作権を含めた知識やテクニックについて、メディカルイラストレーションの専

門家が実習を交えて指導します。

九州大学病院 国際医療部 アジア遠隔医療開発センター

九州大学 社会連携推進室 科学コミュニケーション推進グループ

第一部　講演「描くことの重要性と “描く” の種類」

休憩

第二部　実習　（実際に臓器のイラストを作成・講評）

相談会（希望者のみ）　
参加者の方が持ち寄ったビジュアル資料に講師がアドバイス

事前参加登録

7/4 締切
参加者への通知 7/12

2024.7.27

定員 70 名（実習参加は 30名まで）

はじめてでもできる

土

主催

プログラム

後援

メディカル
イラストレーション
講習会

13：00 - 13：30

13：30 - 13：50

13：50 - 15：20

15：20 - 16：00

九州大学病院　
総合研究棟
セミナー室 105

13：00 ～ 16：00

定員に達し次第、受付終了となります。実習希望者が30名に達した場合、
見学での参加となりますのでご了承ください。見学者は講評やグループ
ワークには参加できませんが、聴講しながらご自身でイラストを作成い
ただけます。また、相談会では参加形態問わず相談可能です。

実習には iPad とタッチペンが必要です。また、本講義は
Procreate® アプリ（有料：2,000 円）を使用します。実
習の参加者は事前に当該アプリの購入・インストールをお
願いいたします。

注意事項

京都芸術大学 客員准教授
講師 原木 万紀子 先生

対象   九州大学の学生・教職員（医師、医療スタッフ、研究者等）

2012年東京藝術大学大学院美術研究
科芸術学専攻美術解剖学研究室修了。
2016年東京大学医学系研究科社会医
学専攻。博士（医学）。立命館大学、
埼玉県立大学准教授を経て現職。

https://forms.gle/aS9AjTtGQMD6bFG99

